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奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために
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Serve to Change Lives

〇2022年1月のロータリーレートは1ドル115円です。
〇コロナ禍による出席義務免除の期間を2月いっぱいまで
延長する事が理事会にて決議されました。
〇ガバナー事務所は、変異株「オミクロン株」の市中感染を
含む急速な感染拡大の懸念を受けて、事務所勤務とテレ
ワーク在宅勤務を組み合わせた体制に変更します。

青少年奉仕委員会　石濱宏章副委員長
　「全国一斉献血～第2回地区献血～」についてポストさ
せて頂きます。
・開催日時　令和4年2月6日（日）　（時間は別紙を参照く

ださい） 
・実施場所　京橋駅前広場　（JR・京阪の京橋駅の間）
参加して頂ける方は石濱までご一報頂けますと幸いです。
　当日は城南RACのメンバーが参加しております。ご協力
のほど、何卒よろしくお願いいたします。

雑誌・広報委員会　恒元直之委員長
　「ロータリーの友」2022年1月号の記事紹介を配付いた
しました。
　今月は職業奉仕月間ということで、関連記事を中心に
紹介しております。ご確認をお願い申し上げます。

村上泰啓　前年度会長
　大阪城南ロータリークラブ50周年事業として、京都大
学iPS研究所へ3年にわたり100万円ずつの寄付をいた
しました。京都大学基金寄付者銘板を作成、掲載頂いた
とのご案内を頂いておりますので後程回覧をさせて頂
きます。

　ご案内のとおり、当クラブの事務局を35年間の長きに
わたり勤められた髙谷智子さんが退任されました。クラ
ブ運営に対する功績ははかりしれません。本日は、卓話前
の短い時間ですが、髙谷さんへの感謝を込めたセレモ
ニーを行い、ロータリー歴の長い会員から送辞を述べて
頂くとともに、心ばかりの贈り物を差し上げることとし
ました。

●ゲスト＆ビジター（敬称略）
小谷逸朗（卓話者）
川上和之（卓話者）

◆ 幹 事 報 告 ◆

◆ 委 員 会 報 告 ◆

◆ 会長の時間 ◆1月21日（第3例会）

1月28日（第4例会）

2月4日（第1例会）

次週のお知らせ次週のお知らせ次週のお知らせ

●場所
●卓話

●食膳
●クラブ協議会

シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間
「風水の話」

小原一眞会員
＜中国　御膳料理＞
　　　　13：40～15：30
シェラトン都ホテル大阪 3階 葛城の間

●場所
●卓話

●食膳

シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間
「死刑制度について」

中本和洋会員
＜日本料理　軽食丼物＞

●場所
●卓話

●クラブフォーラム（国際奉仕）

シェラトン都ホテル大阪 3階 志摩の間
「基本的教育と識字率向上・財団補助
金について」

地区国際奉仕委員会　委員長
北井雄大氏（大阪平野RC）

（山本智重職業奉仕委員長担当）

　　　　　　13：40～15：00
シェラトン都ホテル大阪 3階 伊勢の間

次々週のお知らせ次々週のお知らせ次々週のお知らせ

本日の例会本日の例会本日の例会本 日 の 例 会本 日 の 例 会本 日 の 例 会

●出席報告

ホームクラブ出席率85.71％
12月24日（第4例会）補正出席率100％（MU3名）

1月14日（第2例会）先 週 の 記 録先 週 の 記 録先 週 の 記 録

出席会員36名（内免除会員8名）
会員総数46名（同上12名）
ゲスト　  2名
ビジター  0名

計38名



会員増強にご協力を！！

真実かどうか みんなに公平か 好意と友情を深めるか みんなのためになるかどうか

〈4つのテスト〉言行はこれに照らしてから

〇2022年1月のロータリーレートは1ドル115円です。
〇コロナ禍による出席義務免除の期間を2月いっぱいまで
延長する事が理事会にて決議されました。
〇ガバナー事務所は、変異株「オミクロン株」の市中感染を
含む急速な感染拡大の懸念を受けて、事務所勤務とテレ
ワーク在宅勤務を組み合わせた体制に変更します。

　本日はコロナ禍にもかかわらずこのような一生忘れる事の
出来ない送別会をありがとうございました。光信先生や岡倉
さんに優れた事務局のように仰って頂きましたが、決してそ
んな事はございませんで、皆様に助けて頂いて今日までこれ
たと思っております。35年前に来たときはFAXから始まり、
ワープロ、パソコン、メール、Zoomと時代の流れとともに学び
育てて頂きました事に大変感謝申し上げます。今後は学んで
きた事を生活に生かしていければ良いかと思っております。
　最後になりますが、大阪城南ロータリークラブの益々の発
展と、皆様方のご多幸をお祈り申し上げます。

光信会員より送辞（抜粋）
私が送辞に選ばれたのは、恐らく高谷さんにお世話になった
一番古い人間だからかと思います。高谷さんとともに様々な
議論、思慮をして多くの方がロータリアンとして今に至って
います。35年間の長期間にわたり、色々な事もあったかと思い
ますが、ロータリークラブの為に多大なご尽力いただきあり
がとうございました。

岡倉会員より送辞（抜粋）
永年のご苦労に対し心から感謝の意を表します。本当にご苦
労様でした。振り返れば種々な事を思い出しますが、当クラブ
の歴史の1コマ1コマとして語り継がれる事と思います。
小林会長はじめクラブ全員が深く感謝しております。

卓  話

地区職業奉仕委員会　小谷逸朗副委員長
地区職業奉仕委員会　川上和之副委員長

「ロータリーの職業奉仕　歴史と変遷」

1月14日〈第2例会〉

①創立期　「親睦」と「奉仕」　
1905年、シカゴの青年弁護士ポール・ハリスが発足させ
たと言われています。当初、会員を一業種一人に制限
し、これがロータリーの職業分類制度の始まりでこの
職業分類制度によって、会員は2つの責務を負うことに
なります。一つめは「クラブに対しては自己の職業の代
表者という責務」、そして、もう一つは「ロータリアン以
外の人に対しては、日常の仕事を通してロータリー精
神を普及する責務」です。
②展開期　ロータリーの二大標語
（シェルドン）最もよく仲間に奉仕する者、最も多く報
いられる』（He profits most who serves his fellows 
best）  （コリンズ）「Service not Self（無私の奉仕）」のち
に「Service above Self（超我の奉仕）」に修正。
③展開期-2　奉仕の理想
職業奉仕の基本理念は1915年のサンフランシスコ大会
でロータリーの倫理訓（道徳律）というかたちで表現さ
れることとなりました。残念なことに、宗教色が強い部
分があったこと、その内容の厳しさもあり、1951年ロー
タリーのあらゆる文書から姿を消すこととなったので
すが、その内容は職業奉仕の根本原理を表すものとし
て1989年、RI理事会はロータリーの倫理訓に代わるも
のとして、職業宣言を採択することになります。
④成長期　理念派VS実践派
1910年代に入って、クラブとしての実践を伴わない
ロータリーの理念に飽き足らず、クラブとしての金銭
的奉仕や身体的奉仕の実践をも積極的にするべきであ
るという動きが顕著になってきました。実践派の先頭
に立ったのは、身体障害児の保護、教育に貢献してきた
エドガーアレンでした。実践派の動きはますます活発
になり、「ロータリー創立の理念を守るべき」という
シェルドンを中心とする理念派との対立が深まり、
ロータリーは分裂の危機に瀕します。
⑤成長期-2　決議23-34
国際ロータリー理事会は、両派の考え方を調和させると
共に、従来からある、いろいろな奉仕の考え方や行動を
整理、調和させるための努力を繰り返していきます。そ
して、1923年のセントルイス国際大会で、決議23-34が
採択され、論戦の終止符が打たれ、対立は解消しました。
⑥直近30年　ロータリーの樹
（職業奉仕に関する声明）1987年、国際ロータリーは40
年ぶりに職業奉仕に関する特別委員会を招集しまし
た。その審議の結果が、職業奉仕における新方針として
採択され、「ロータリアンの職業宣言」が採択されたの
と同じ1989年に「職業奉仕に関する声明」として決議さ
れました。
（ロータリーの樹）2008年RI国際協議会の全体会議にお
いて、渡辺好政RI理事が「ロータリーの樹・2008」と銘
打ってロータリーを「一本の樹」に例えて、講演を行った
時のものを一部修正し、シカゴにおいて開催された
2013年RI規定審議会の審議を経て採択されたものです。
⑦直近　「職業奉仕」はロータリーの根幹
2016年の規定審議会で、「奉仕の第二部門を改正する
件」が採択されました。職業奉仕部門は、奉仕の理念を
研究する「内なる人づくり」と対外的な奉仕活動の「外
なる人づくり」という2つの要素に区分して考える必要
が出てきました。

◆ 髙谷さん退職セレモニー ◆

◆ 髙谷さん退職のご挨拶、記念撮影 ◆

（編集担当　元氏・恒元）

1月14日（第2例会ハイブリッド）
髙谷さん、長い間ありがとうございました！

小林（正）会長
小谷副委員長、川上地区委員、今日はよろしくお願いいたします。

岡部（泰）会員
久しぶりに仕事です。

中本会員
古希のお祝いありがとうございます。光信先生のお言葉で『マイ
ナス20才して精進せよ』をいつも忘れず頑張ってまいります。

南賀会員
髙谷さん、お疲れ様でした。50周年の時はご協力感謝しています。

岡部（倫）会員
髙谷さん、35年間お疲れ様でした。

金山幹事
髙谷さん、本当にお世話になりました。

田中会員
他、お祝い等　5件、遅刻お詫び　1件

に こ に こ 箱
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▲光信会員より花束贈呈及び送辞

▲記念撮影

小林会長より目録の贈呈


